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令和４年 東川町議会 第６回臨時会 会議録 

１．招集年月日  令和４年 10 月 24 日    

２．招 集 場 所       東川町議会議場    

３．開   会  令和４年 10 月 24 日 午前 ９時 30 分  

４．閉   会  令和４年 10 月 24 日 午前 10 時 16 分  

５．会   期  １日間  

６．応 招 議 員       １番 杉 本 岳 大 ２番 山 家 祥 幸 

  ３番 飯 塚 達 央 ４番 薦 田 敏 次 

  ５番 能 登 暢 吉 ６番 畑 中 雅 晴 

  ７番 藤 倉 智恵子 ８番 安 原 芳 博 

  ９番 正 満 正 義 10 番 鈴 木 哉 美 

  11 番 鶴 間 松 彦 12 番  高 橋 昭 典 

７．不応招議員  な し    

８．出 席 議 員       応招議員に同じ    

９．欠 席 議 員       な し     

10. 地方自治法第 121 条の規定により提出議案等の説明のため出席した者の職氏名 

  町     長 松 岡 市 郎 保健福祉課長 佐々木 英 樹 
  副 町 長 平 田 章 洋 税務定住課長 吉 原 敬 晴 
  副 町 長 市 川 直 樹 産業振興課長 菊 地   伸 
  教 育 長 杉 山 昌 次 都市建設課長 矢ノ目 俊 之 
  企画総務課長 佐 藤 文 泰   
11．本会議に職務のため出席した者の職氏名   

  事務局長 本多 大樹 次長 塚原 裕美 書記 阪部 友洋 

12．町長提出議案の題目 

  議案第１号 令和４年度 東川町一般会計補正予算（第７号）について 
13．議員提出議案の題目 

  な し  

14．議 事 日 程          

 議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

15．会議録署名議員   

 議長は、会議録署名議員に次の２人を指名した。 

 ６番 畑中雅晴議員、７番 藤倉智恵子議員。 
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○開   会  

議長（高橋

昭典君） 

ただいまの出席議員は 12 名で開議定足数に達しております。 

よって、令和４年東川町議会第６回臨時会は成立しますので、開会い

たします。 

これより直ちに本日の会議を開きます。 

 

○招集者挨拶  

議長（高橋

昭典君） 

町長より本臨時会招集の挨拶があります。 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

（登壇） 

今日は、令和４年の東川町議会第６回の臨時会でありますが、全員の

議員の皆様方の御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

今回、補正予算になりますけれども、今まで、コロナ、コロナ、コロ

ナの新年でありましたけれども、来年は少しでも笑顔で新年が迎えられ

るようにと、原油価格等の独自の支援対策を盛り込んだ補正予算となっ

ておりますので、どうか全会一致で議決を賜りますようにお願い申し上

げます。 

ありがとうございます。 

 

○議事日程の報告  

議長（高橋

昭典君） 

本臨時会の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

議事日程に従い議事を進めます。 

 

○日程第１ 会議録署名議員の指名  

議長（高橋

昭典君） 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第 125 条の規定により、６番 

畑中雅晴議員、７番 藤倉智恵子議員を指名いたします。 

 

○日程第２ 会期の決定  

議長（高橋

昭典君） 

 日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

本臨時会は、本日１日間にしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。（「異議なし。」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日１日間に決定いたしました。 

 

○日程第３ 諸般の報告  

議長（高橋

昭典君） 

日程第３「諸般の報告」を行います。 

町長から報告事項がありましたら、報告していただきます。 

 

町長（松岡

市郎君） 

ありません。 
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議長（高橋

昭典君） 

町長からの報告事項はございません。 

議会からの報告事項は、別紙配付のとおりです。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

 

○日程第４ 議案第１号  

議長（高橋

昭典君） 

これより、議案審議に入ります。 

日程第４ 議案第１号「令和４年度東川町一般会計補正予算（第７号）

について」議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

佐藤企画総務課長。 

 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第１号「令和４年度東川町一般会計

補正予算（第７号）について」の提案理由と補正内容について御説明申

し上げます。 

1 ページをお開きください。 

令和４年度東川町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億 7,780 万 9,000

円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 147 億 589 万 9,000 円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額 

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1 表 歳入歳出予算補正」に

よる。 

第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。  

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症対策事業の実施に関するも

の、新型コロナウイルスワクチン接種に係るシステム改修に関するもの、

合併処理浄化槽設置整備事業補助金の増額に伴うもの、キトウシ地区飲

料水供給施設整備工事の工事内容の変更に伴い増額するもの、キャンモ

アスキービレッジコース整備圧雪車の購入などが主な内容となってござ

います。 

それでは、最初に歳出８ページ、９ページの事項別明細書を御覧くだ

さい。２款総務費、総務管理費、職員給与費は、キトウシ地区飲料水供

給施設整備事業にかかる職員人件費の財源内訳について変更するもの

で、辺地対策事業債の事務費分を充当し、一般財源を減額いたします。 

次の企画費、新型コロナウイルス感染症対策事業と、次の３款民生費、

社会福祉費、社会福祉対策事業は、国が物価高騰支援として地方創生臨

時交付金に「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」の創

設を行い、本町に対して 3,799 万 5,000 円の追加交付の通知があり、第

１回目の交付額 6,125 万 4,000 円を合わせると合計で 9,924 万 9,000 円

の交付額となりました。 

このことを受け、事業費に１億 3,574 万円を補正予算として増額計上

し、本事業の総額を２億 3,631 万 6,000 円としています。予算の詳細に

ついてですが、第６回臨時会資料の１、２ページ、「令和４年度新型コロ

ナウイルス感染症対策事業」を併せて御覧ください。 

今回は、「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業」に係る原油価

格高騰及び物価高騰支援対策として２つの追加事業を実施いたします。 

まず、１つ目の「非課税世帯等へのＨＵＣと連携した物価高騰支援金
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支給事業」は、国が住民税非課税世帯へ５万円を給付する「電力・ガス・

食料品等価格高騰緊急支援給付金」とは別に、住民税非課税世帯に５万

円分、均等割のみ課税世帯に３万円分などＨＵＣカードのポイントを活

用して追加給付する給付事業として、３款社会福祉対策事業の手数料及

び原油価格高騰等福祉支援費、合わせて合計 8,574 万円を予算計上して

います。 

次の２つ目の「物価高騰等生活・消費拡大支援事業」は、一般町民に

ＨＵＣカードのポイントを活用し消費税相当額 10％を還元して町内の消

費喚起と物価高騰支援を図るものと、農業者への物価高騰支援対策とし

て営農に係る燃料購入費の一部や組合勘定決済による家庭内灯油を支援

するため、２款物価高騰等生活・消費拡大支援事業補助金 5,000 万円を

予算計上しています。 

令和４年度全体事業の財源としては、地方創生臨時交付金 9,924 万

9,000 円、地域づくり総合交付金 50 万円、その他収入で 340 万円、一般

財源は１億 3,316 万 7,000 円を予定しています。 

なお、そのほかにも既存の予算を活用し、家具・クラフトなど町内の

木工家具製品を本年度建設中の公共施設に整備して、町内地場産業の消

費拡大支援を図ることにしています。 

事項別明細書８ページ、９ページに戻りまして、さらに社会福祉対策

事業では、国が１世帯当たり５万円を給付する「電力・ガス・食料品等

価格高騰緊急支援給付金」事業として、消耗品費 27 万円、通信運搬費 20

万円、システム改修業務委託料 48 万 4,000 円、給付金 7,285 万円を予算

計上し、財源として国庫支出金 7,380 万 4,000 円、道支出金 50 万円を充

当いたします。 

次の４款衛生費、保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業は、新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチンについて、

高齢者等が５回目及び小児３回目の接種と乳幼児の接種の実施にあた

り、システム改修費など必要な経費 126 万 5,000 円について予算計上す

るもので、財源は全額国庫支出金を充当いたします。 

次の墓地管理事業は、東３号墓地敷地内の樹木が 7 か所倒木しており、

参拝者のお参りに支障が出ているため、倒木の撤去費用として委託料 17

万 2,000 円を増額するものです。 

次の清掃費、合併処理浄化槽設置事業は、合併処理浄化槽設置区域に

おいて新築住宅や事業所の建設が増加し、本年度は既に 19 基の設置があ

り、また今後の設置相談を受けるなど 13 基の設置が見込まれるため、532

万 8,000 円を増額するもので、財源は国庫支出金 177 万 6,000 円を充当

し、充当分を差し引いた差額分は特別交付税により措置されます。 

次の環境保全費、キトウシ地区飲料水供給施設整備事業は、本年度実

施した本事業の実施設計が完了し、配水管の敷設を予定している場所に、

当初予算時には把握できなかった電柱及び横断管が確認されたため、迂

回する工事を追加し、また路肩幅が狭く車道部舗装工の復旧の追加も必

要となったため、追加工事に伴う工事請負費 1,250 万円を増額するもの

で、財源は辺地対策事業債を増額し充当いたします。 

次の６款商工費、森林公園費、キャンモアスキー場圧雪車整備事業は、

現在、使用している圧雪車は購入してから８年が経過し、稼働時間１万

500 時間を超えている状況ですが、圧雪車は通常 10 年、若しくは稼働時

間１万時間で入替時期となります。使用している圧雪車に近年故障が多

くみられ、スキー場の運営に支障をきたしていることから、１台増車し
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て２台体制によるコース整備を行い、１台あたりの負荷を軽減すること

で整備費の削減を図り、また部品の互換性を考えて、同機種を購入する

ため、備品購入費 4,900 万円を予算計上し、財源は辺地対策事業債を増

額し充当いたします。歳出の説明については以上です。 

続いて歳入について、６ページ、７ページから説明をいたします。 

歳入は、歳出と連動した財源の増減となっています。 

先ず、11 款地方交付税、特別交付税は、合併処理浄化槽設置事業とし

て、整備事業補助金に係る措置額 284 万 1,000 円を増額いたします。 

次の 15 款国庫支出金、国庫補助金、民生費国庫補助金は、電力・ガス・

食料品等価格高騰緊急支援給付金事業に係る給付金等として補助金

7,380 万 4,000 円を増額いたします。 

次の衛生費国庫補助金は、合併処理浄化槽設置整備事業に係る補助金

として循環型社会形成推進交付金 177 万 6,000 円を新型コロナウイルス

ワクチン接種体制確保事業にかかる補助金として、新型コロナウイルス

ワクチン接種体制確保事業費補助金 126 万 5,000 円をそれぞれ増額いた

します。 

次の総務費国庫補助金は、新型コロナウイルス感染症対策事業に係る

補助金として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金重点

交付金分 3,799 万 5,000 円を増額いたします。 

次の 16 款道支出金、道補助金、総務費道補助金は、地域づくり総合交

付金として、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 50 万円を増

額いたします。 

次の 20 款繰越金は、前年度会計繰越金の補正前留保額１億 3,436 万

6,000 円から、歳入歳出の差額分 9,782 万 8,000 円を今回の補正予算の財

源として計上いたします。 

次の 22 款町債、辺地対策事業債、キトウシ地区飲料水供給施設整備事

業 1,280 万円、次のキャンモアスキー場圧雪車整備事業 4,900 万円は、

歳出で説明した事業実施に伴う財源として、それぞれ予算計上いたしま

す。以上が歳入の説明でございます。 

次に２ページに戻っていただき、第２表の地方債補正は、追加分とし

て、辺地対策事業、キャンモアスキー場圧雪車整備事業に 4,900 万円を

新たに追加するもので、起債の方法、利率、償還の方法については記載

のとおりです。 

次の辺地対策事業変更分については、キトウシ地区飲料水供給施設整

備事業の限度額を 3,590 万円に変更するものですが、起債の方法、利率、

償還の方法について変更はございません。 

以上が、議案第１号「令和４年度東川町一般会計補正予算（第７号）」

の説明であります。 

御審議の上、御決定いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

これより、歳入歳出、地方債の補正について一括して質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

７番、藤倉議員。 

 

７番（藤倉

智恵子君） 

７号補正、重点支援事業の中の２番目として、農業者の営農にかかわ

る物価高騰の件で、組合勘定、組勘って言いますよね、その支援なんで

すが、ＪＡを通してって、ほかのＪＡ以外で購入するのは該当にならな

いんでしょうか。それと、対象期間が燃料費高騰期間検証の上で期間決
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定となっていますが、大体どのくらいの期間を予定しておりますか。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

菊地産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

ただいまの御質問でありますけれども、ＪＡの組合員に対しては、組

合勘定での決済を行っているというところから、ＪＡを通じて取りまと

めをした上で、支援をしたいという考え方でございます。併せて、この

２番の物価高騰対策の１番目に書いております、ＨＵＣ事業での支援は、

一般町民に対しては支援を行うということで、町内の給油会社、スタン

ド等より購入した分について、ＨＵＣで支援を行うということになりま

す。ですので、一般についてはＨＵＣを利用した支援により、組合勘定

についてはＨＵＣでの整理というのが難しい部分がありますので、組合

勘定のほうで、ＪＡを通した支援ということで同じように受けるという

考え方でありまして、期間についてもＨＵＣで行う部分については12月

から１月末と２か月間とう設定を今予定しておりますけれども、組合員

さんに対しても同じような設定で、今農協さんと協議をして決めたいと

思っております。以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかにありますか。 

５番能登議員。 

５番（能登

暢吉君） 

資料の件なんですけども、第６回の臨時資料の中の原油高騰福祉支援

費なんですけど、その２つのガソリン単価のところなんですけども、Ｒ

４年で165円、Ｒ２年で135円で差引30円になると思うんですけど、その

辺で５万円、変わらずということなんで、ちょっとその辺、変わるとい

うようなことなんでしょうか。ちょっとその辺、金額変わると思うんで

すけども。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

佐々木保健福祉課長。 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

ただいま御質問いただきました、議会資料の２ページの関係でござい

ますけれども、ガソリン単価、令和４年165円に対して、令和２年135円

と資料で書いておりますけれども、令和２年も145円の誤りでございまし

たので、資料の訂正をお願いいたします。差額については20円というこ

とで変わらず、支援については５万円ということで考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

11 番、鶴間議員。 

11 番（鶴間

松彦君)  

４点ほどお伺いしたいと思います。１つは、物価対策で電気料を含め

て、今回補正をされるわけですけども、公営住宅でオール電化になって、

そこに入居されている方の電気料の負担というのは、これは町が負担し

たほうがいいのではないかと、いわゆる持ち主が、ですね。そういふう

に考えるわけですけれども、それについてお考えを１つお伺いしたいと
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思います。また、電気料のアップはかなり全体的に高くなっているとい

うこともあります。今、公住の電気料のことをお伺いしましたけれど、

公住以外でオール電化を設置されているところにも支援が必要かなとい

うふうに考えておりますけれども、お考えを伺いたいと思います。３つ

目ですけれども、定例会資料の２枚目の支援策でいろいろ、住民税非課

税世帯やら、内訳が書かれております。これは、昨年も12月に支給され

ているわけですけれども、昨年の時は一般財源を使うということで、当

然提案されていたわけですけれども、その財源の説明では、人口が200人

ぐらい増えたために地方交付税が同額になったと。その一部を活用して、

およそ２分の１と聞いておりますけれども、それを活用して支給をする

んだという説明があったと思います。今回はその一般財源はどういうよ

うな形で持ってくるのか、去年と同じように人口増の分を充てるのか、

その辺についてお伺いをしたい。併せて、一部ちょっと聞いた話しでは、

今回10％の物価対策について、10％の還元をするという、ＨＵＣポイン

トの還元ですね。というお話しを聞いておりますけれども、消費税がた

またま10％でありますから、それに対応するような理由付けをしている

ということも一部伝わってきましたけれども、その辺の御真意のほどを

お伺いしたいと思います。それから最後になりますけれども、財源の内

訳ですけれど、定例会資料と、それから補正予算書について、ちょっと

細かい話になりますけどお伺いをしたいと思います。重点支援事業が２

つ書かれておりまして、8,574万円と5,000万円、合わせて１億3,574万円

がここでは説明されているわけですね。でも、その内訳として一般財源

が9,700万円となっておりますが、９ページの補正予算書では、8,464万

円と110万で8,500万になるのでこれは合うんですけど、さっきの説明に

あった7,400万くらいですか、これの電力・ガス・食料品支援給付金の内

訳、どういうような形でこれを給付していくのかというところの説明を

もう少し丁寧にしていただきたいなというふうに思ったところです。と

りあえず、以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

佐々木保健福祉課長。 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

ただいま御質問をいただきました、まずはオール電化ですとか、公営

住宅に対しての電気料の関係でございますけれども、今回積算上、灯油

と電気と合わせた形で積算しております。灯油を使っている家庭ですと

か、電気を使っている家庭一律、こういった５万円ということで積算さ

せていただいております。町のほうで一括で負担というお話しありまし

たけれども、それぞれ家庭で使用量異なりますことから、こういったよ

うな仮定で、各個人に対しての助成という形で対応させていただいてい

るところでございますので、御理解いただければと思います。 

私からは以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

２つ目とか３つ目でしょうか。一般財源の持ち出しの関係なんですけ

ども、現在のところ確かに１億3,316万7,000円という形になっているん

ですけれども、今考えているのは、特別交付税を充当できるようにとい
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う形で、今１番の非課税世帯へのＨＵＣと連動した物価高騰支援金支給

に係る部分につきましては、今こちらを今後の特別交付税「原油価格高

騰支援」という部分で対応できるように、今検討しているというか、内

部のほうでは、２分の１が特別交付税で当たるようにというような形で

考えているところでございます。そうなってくれば、8,500万の内、4,200

万は特別交付税の対象という形にはなってくるのかなと思っておりまし

て、約１億円を切る部分が、その中では一財になるのかなと思っており

ますし、あと２号補正でも似たような、６番目にＨＵＣと連携した価格

高騰支援、そういった部分もあるわけでございまして、こちらのほうも

振り替えによっては、特別交付税の対象にもできるのかなというような

形で今検討中でございます。なので、そうなれば、約半分ぐらいが一財

かなというような形で考えておりますので、またこちらのほう、はっき

りしましたらお知らせをしていきたいなというふうに考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

ただ今の件で、ちょっと補足をさせていただきたいと思いますけれど

も、一般財源の財源を何にするのかと、こういうお話しであったかと思

います。１つは繰越金を充てているわけですけれども、繰越金が何で３

億以上も出たかということですが、これは１つは、町の活性化施策で、

人口増加を図ってきた。地方交付税が増加になったというようなこと。

あるいは、極力、他の財源に振り替えをすると。特別交付税の対象にな

るものについては、しようというようなことで、令和３年も取り組んで

まいりました。 

そういった結果、一般財源が増えた、それが繰り越された。その財源

を中心として充てていこうと。さらに佐藤課長が説明いたしましたよう

に、今のような形で他の財源を振り替えれるものは、積極的に振り替え

をし、一般財源は極力最小にしようと、こういう考え方で組まさせてい

ただいております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

私は４点目に質問をいただいたＨＵＣ事業を活用して10％還元という

ことの考え方でありますけれども、10％相当分、１％を10倍ポイントに

して10％相当分を還元という考え方で、これについては消費税の率と同

等の金額ということで、こういう書き方をさせていただきましたけれど

も、目的といたしましては、4,000万円、ここで計上しているＨＵＣの還

元ポイントによりまして、もともと10％付くということは、その前に10

倍の買い物をするということになりますので、４億円の消費を拡大して

いくと、４億円を町内で生み出すというところを狙いとして、消費者に

対してはポイントを付ける、そして事業者に対しては、消費拡大により

購買を増加させるという狙いをもって計上してるということで御理解を

いただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

11 番、鶴間議員。 
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11番（鶴間

松彦君)  

まだ、ありますね。 

 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

保健福祉課長。 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

先ほど、地域づくり総合交付金50万円の財源の話しでございますけれ

ども、補正予算書の８ページ、９ページをお開きいただきたいと思いま

す。９ページ目の手数料110万円と原油価格高騰等福祉支援費8,464万円、

これを足しますと8,574万ということでございますが、この金額に対し

て、道の支出金50万円が充当されるということでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

11 番、鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君)  

私の聞き違いかもしれないですけど、９ページの「電気・ガス・食料」

の7,285万円、それに27万と48万4,000円を足した金額の分が、実は説明

書にないものですから、できるだけ細かくどういうふうにね、7,000万円

ですからね、金額多いので、それをまず教えていただきたいと。もし、

こういうような資料があるのであればね、それも提供していただければ

というふうに質問したわけです。それから、とりあえず、そのことにつ

いてもし、返答があれば先にお願いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

市川副町長。 

副町長（市

川直樹君） 

当初、説明をさせていただきましたように、この中には２つの事業が

入っておりまして、国が５万円を給付する非課税世帯の支給分について

は全額国からまいります。それが、ここでいう消耗品、通信費、そして

システム改修業務委託料、そして7,285万円のお金。これが５万円の分を

積算しますと7,285万円で、それに係る事務費が入っているということで

す。そして町が独自に行う、先ほどの５万円と３万円という説明をさせ

ていただきましたが、その分が8,460万円とＨＵＣの手数料の110万円、

これを合わせたものが、この中に混在をしているので、ちょっと分かり

ずらいということです。そして、この説明資料の中には、国の制度の分

については載せておりませんので、町の単独事業分だけ、表の上の段２

つで整理をしているというふうに御理解をいただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

11 番、鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君)  

それで少し分かったんですけども、単純に言いますと7,285万というの

は国が出す１世帯５万円という分の世帯数分ということで理解してよろ

しいですね。分かりました。 

それで、次にお伺いしたいんですけれど、４月の２号補正でも行って

いるのかな～って、ちょっと思ってたんですが、あ、４月はしてないか。
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今回ＨＵＣポイントで10％還元するという、4,000万を使ってというのが

新しく出てきておりました。これは、買い物した時に１回について5,000

ポイントですから、５万円買い物したら5,000ポイント入ってくるという

ことですよね。それで、上限はなしということで書いてありますけれど

も、内容は理解できるんですけれど、いい制度だと思っていますけれど

も、ちょっと疑問に思ったのは、いわゆるお金をたくさん持っている方

は、買い物がたくさんできる方は、これを活用してどんどん10％戻して

いただけると。ここがやはり、そうでもない年金生活者ですとか低所得

の方は、そんなに買い物の量は少ないですよね。その方も10％で、そう

するとちょっと高額所得者の方々に優遇された形になるのかなという感

じをいたしましたので、一定の限度額を決めて広く多くの方々がこのポ

イント、10％の恩恵を預かれるような形にした方がいいのではないかな

というふうにちょっと感じたんですけども、お考えをお伺いしたいと思

います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

市川副町長。 

副町長（市

川直樹君） 

はい。ただいまの御質問でございますが、今の10％の部分については、

低所得者に対しては５万円というところでの、きちっと対応をさせてい

ただいた上で、一般の方についても物価は上がっております。灯油、燃

料も含めて上がっているというところで、その方々も通常の生活をされ

てもそれなりの影響を受けているという、そういうところを解消するた

めに、実際に買い物をした分の金額、例えば、5,000円の買い物をしたと

しても、500円という部分の１割分については、その物価高騰というとこ

ろでの還元をすることによって、低所得者に対してはしっかり別枠で対

応し、さらに一般の住民の方についても、低所得でない方についても影

響は受けているというところでの買い物をしたら、その分の１割を戻し

ますという考え方で公平性を保つと言いますか、低所得者以外の方々の

物価高騰に対する対応をしていきたいという考え方で整理をしておりま

すので、低所得者であっても、それなりに自分で消費する分の買い物も

しますので、その分については物価高騰の分でも対応をさせていただき

ますということですので、特にこれから冬の需要に入りまして、燃料関

係も当然高騰します。先ほど電気の話しもありましたが、電気について

も対応するのはなかなか難しいですが、それ以外の生活の部分でその１

割というものを還元することによって、この物価高騰に対する住民全体

に対しての対応をさせていただきたいという考え方で整理をしておりま

すので、御理解をいただければというふうに思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

ただいまの御質問の回答で追加なんですが、御質問の中で上限がない

というふうにお話しがありましたけれども、書き方が分かりにくくて申

し訳ありませんが、この２番のちょうど中段のところに、「一般商品購

入の場合については5,000ポイント」、１回の買い物で5,000ポイントを

上限という意味でございます。灯油等については上限を設けないという

ことでありまして、通常の商品の購買に対するポイント付与については、
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５万円買い物した時に5,000ポイントというところを１回当たりの上限

として運用することで、今考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

11 番、鶴間議員。もう１回。ちょっと分かりずらかったですね。 

11番（鶴間

松彦君)  

それは分かるんですよね。私がお話しをしたのは、5,000ポイント、い

わゆる１回で5,000ポイント。これを何回もできる人と、そんなにたくさ

んできない人との差が出てくるだろうという考え、それを私はね。です

から、そこの合計額の上限があった方がいいのではないかという、そう

いう指摘でありますが、お考えがあればお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

今の御質問は、もっともなことだと思います。数回買い物すれば、買

い物できる方が、お金をお持ちの方がポイントを受けることができると

いうことでありますけども、今回の対策の全体を見た時にこのＨＵＣカ

ードというのは町内の事業所でしか使用ができないという中での運用で

あります。買い物をされるということは、町内の事業者に消費が落ちる

ということでありまして、またはＨＵＣの運用上、上限を付けるという

ところの仕切り、細かくルール付けを設けてしまった時の混乱だとか、

そういうことを考えた場合には矛盾も生じるところが確かにあると思い

ますけれども、このような対策で実施をしたいという考え方であります。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

４番、薦田議員。 

４番（薦田

敏次君） 

今のほとんどの関連と同じなんですけれども、今、買い物をしたら10％

でということなんですけれども、それは結局レシートを持ってって付与

されるのか、それとも、というのは、ガソリンとか何とかっていうのは、

農協なり銀行から引き落としてもらうなり、またクレジットで引き落と

してもらうのがありますんで、そうした場合に、分からないっていうか、

ポイントがいつもらえるのか、全然分からなくなってくるんですけども、

そのあたりの考え方を教えていただけますか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

一般のお店等、加盟店で買い物をした場合については、その場でＨＵ

Ｃカードやアプリを持っていれば、提示すれば、そのまま受けれる、と

いう運用であります。 

今、御質問のとおり、灯油等については引き落としをしている、例え

ば、町内のガソリンスタンドさんが、家庭を回って入れて、後でその分

引き落としをするというケースが非常に多いかと思いますけれども、そ

の分については、今この後具体的に内容を詰めるんですが、例えば給油

時に何リットルを給油したということでの証明書をお渡しをして、１つ

の方法としては、ＨＵＣの決済をする機械を配達員が持ち歩くというこ
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とができるということをＨＵＣ事業者さんの方が言ってまして、それが

可能なのか、または、それがちょっと難しいということであれば、証明

みたいなものを一般家庭に置いてきて、それを事業者さんに持って行っ

てポイントを付けてもらう、または町の窓口に持って来て付けてもらう

というようなことで、しっかりとポイントを付けていきたいなと思って

おります。しかし、その場で付けれない場合については、あくまでも各

家庭の方々が申請によって、というか持って来て付けるということが発

生するということになろうかと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

10 番、鈴木議員。 

10 番（鈴木

哉美君） 

はい。今の質問に関連して、になります。民間の集合住宅に住んでい

る場合、灯油の業者さんというのは、うちも正にそうなんですが、家主

さんが決めてらっしゃる契約なので、町内の業者さんに納入していただ

くことが、今月だけお願いしますというわけにいきません。そういう意

味では、そういう方々の分の生活に係る灯油の高騰の部分は支援してい

ただけないのかなあという形になってしまうんですが、その辺について、

この時期だけ、例えばそういう町外の業者さんでもＨＵＣに対応するよ

うなお願いを町のほうから協力をしていただくようなお願いをするのか

どうかとか、そこの辺が何か救済される措置があるんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

今回の事業の目的にあるＨＵＣを活用した町内の消費拡大ということ

が併せて、この中に目的として含まれているということであります。町

外の事業所さんを含めるということになりますと、なかなか方法も難し

いということがありますし、町内の消費という部分では、町内の事業所

さんにお金が落ちるという対策から外れますので、今のところは考えて

いないというのが考え方であります。集合住宅に限らず、一般家庭であ

っても町外の事業所さんで灯油を入れているという家庭はあると思いま

す。いろんな矛盾はちょっと生じるかもしれませんけれど、その部分に

ついては、今回対象としないという考え方でいます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

３番、飯塚議員。 

３番（飯塚

達央君） 

ＨＵＣの町民の加盟率とかっていうのをもし分かるようでしたら、世

帯のうち、何％ぐらいの方が加盟してらっしゃるのかっていうことを今

もし分かれば御回答をお願いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

家庭での加盟率というよりも、全人口に占める8,500人に占める加入率

ということで言えば、直近の数字は押さえていませんけど、80％以上と、

約80％ちょっとというふうにＨＵＣ会のほうでは押さえております。 



 

12            【東川町議会第６回臨時会】 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

１番、杉本議員。 

１番（杉本

岳大君） 

今の２番に関連してなんですけども、予算額が4,000万ということで、

町民の人は、その予算額達した後に多分ポイント還元が受けられなくな

ってしまうのかなと思うんですけども、そういったものを町民の方が知

るすべというのは、また商店の方もリアルタイムにそういうものを、ポ

イントが還元ができませんよと、終了しましたよといった仕組みってあ

るんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

産業振興課長。 

産業振興課

長（菊地伸

君） 

その辺、ＨＵＣ会のほうの打ち合わせの中でもちょっと議論になった

ところでありますけれども、ただ4,000万円のＨＵＣポイントを付けると

いう基本で考えた時に、先ほどの御質問にもお答えしましたが、10倍の

４億円の消費ということであります。12月１月、例えば２か月で設定し

た場合に、２億円の消費、購買ということであれば、かなりそのハード

ルは高いのではないかと。そこで使い切るということはまずなんじゃな

いか、余裕があるのではないかというふうに考えております。そのよう

な状況をＨＵＣ会と町で押さえながら、対策期間についてもしっかり周

知をし、場合によっては、１月末で終えずに２月も枠の中で実施をする

ということも今後検討していきたいと思っていますので御理解くださ

い。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

 

町長（松岡

市郎君） 

ちょっといいですか。 

 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

期間ですけれども、12月１日からということで、12月１月ということ

でしたけれども、できるだけ早く実施をするということがいいことだと

思うんです。ですから、今、杉本議員がおっしゃったように、やっぱり

告知期間もいると思うんですね。ですから議決をいただいて、内容を詰

めれば、住民の皆さんにいろいろな方法でこの告知をする。今日、道新

さんも来ておられますけれども、書いていただければ、住民にもいち早

く告知がされるんではないかと思いますけれども。告知をしていただい

て理解をいただく。で、12月って言ってますけれども、もし間に合えば

11月の20日ぐらいからやって、できるだけ灯油の供給に間に合うような

形がいいのかなあと思ったりしますが。今のところ事務的には12月の１

日から１か月か２か月ぐらいと。消費も年末時期ですので、消費が１か

月で終わる可能性もあると。４億円が。あるいは、従前からいくと２億

円ぐらいで終わるんではないかという話しもありますが、ちょっとこれ
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分かりませんので、4,000万円の範囲内で実施をするということで御理解

をいただいておきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 ほかに質疑ありますか。（「質疑なし。」の声あり） 

よろしいですか。これをもって質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。（「討論なし。」の声

あり） 

 討論なしと認めます。 

議案第１号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し。」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、「議案第１号 令和４年度 東川町一般会計補正予算（第７

号）について」は、原案のとおり可決されました。 

○閉   会  

議長（高橋

昭典君） 

これをもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

以上をもって、令和４年東川町議会第６回臨時会を閉会いたします。 

 

 

 

 

以上、会議の経過は、本議会書記が記載したものであり、これに相違ないことを

証するためここに署名する。 

 

 

東川町議会議長   高橋 昭典      

 

会議録署名議員   畑中 雅晴        

 

会議録署名議員   藤倉 智恵子          


